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２０２１地域ミーティング 

〔 神山・吉野・大虫・坂口・白山・王子保地区 〕開催結果 

 

開催日時   令和３年８月４日（水）午後７時から午後８時まで 

会場     ＪＡ越前たけふ会館 ４階ホール 

出席者    総数６１人 

 （自治振興会）神山・吉野・大虫・坂口・白山・王子保自治振興会長ほか、

各地区役員・区長 

 （市側）市長、総務部理事、産業環境部理事、環境政策課長、都市整備課

長、健康増進課新型コロナウイルスワクチン接種対策室副課長 

司会進行   市民協働課長 

記録     行政管理課 

 

◆開会・目的説明 市民協働課長 

 

【市政ミーティング】 

 

◆市長 挨拶 

①北陸新幹線「越前たけふ」駅周辺官民連携プロジェクトについて 

②新型コロナウイルス感染症対策ほか 

・令和２年度３月補正予算、令和３年度当初、６月補正予算について 

・水道料金について 

・新型コロナワクチン接種について 

 

【質疑応答】 

 

Ｑ－１：休止や廃止などにより本来の機能を失った公共施設のあり方について

（王子保地区）  

昨年度末で王子保幼稚園が休園となり、更には廃園となると聞いています。

市として、今後も増えてくるであろう、王子保幼稚園のような本来の機能を失

った公共施設に対し、どのような価値観をお持ちでしょうか。 

また、市内のそのような施設を、官民が一体となり、地域活性化に繋がり、

かつＳＤＧｓで掲げられている目標の達成を目指せる拠点として作り上げて

いけるよう、各自治振興会や活動する団体などと連携し、積極的な意見交換を

していただきたい。 
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Ａ－１：市民協働課長 

今後も増えてくるであろう、本来の機能が失われた公共施設に対する考え方

につきましては、施設の稼働状況や老朽化の具合、耐震性の有無のほか、将来

の社会情勢に見合った適切な施設の保有量や配置となるよう、今後の施設の在

り方について検討を行ったうえで、方針を決定してまいります。 

その中で、王子保地区の皆様の活動に見合った適切な場所や、使い勝手の良

い物件など、候補となるような物件を探すことも含め、これまでと同様、王子

保地区に寄り添いながら、継続してご相談に乗らせていただきます。 

 

Ｑ－２：春日野川沿いのり面の雑草木伐採について（王子保地区） 

(1) 豪雨の折、河川増水による水害の恐れが考えられます。実際、4～5 年に

一度、塚原大橋いっぱいまで水量がかさんでいます。あふれた場合、河川の

東側にある武生第六中学校や王子保小学校を含めて王子保駅まで水被害が

およぶ可能性があります。 

現在、春日野川ののり面に雑草、泥、雑木、底には砂利が多くたまってい

ます。地区のことを考慮し、できるだけ早く雑草木の伐採及び砂利をすかし

ていただけないでしょうか。 

 (2) 要望している区間については、いつごろまでに検討し、回答していただ

けるのでしょうか。 

 

Ａ－２：都市整備課長 

(1) 河川の維持管理につきましては、河川パトロールや地元からの要望によ

り、河川の流れに支障となる雑木や堆積土について、浚渫・伐採等を計画

的に行っています。 

春日野川のご要望の区間については、護岸施設が整備されており、樹木

等の大部分については護岸設備より上部、管理用通路敷等で生い茂ってい

る状況となっておりますが、一部の箇所については、河床に土砂が堆積し

雑草木が生えている状況も見受けられました。 

春日野川については、本年度ご要望区間より下流の箇所において浚渫を

予定しており、今後、ご要望区間についても、状況を注視し必要に応じて

対応してまいります。 

 (2) 今年度中に自治振興会を通じて回答させていただきます。 

 

 

Ｑ－３：越前市道路無雪化事業整備計画における市道第２８０５号線について

（王子保地区） 
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市道第２８０５号線は、国３０５号のバイパス道路として重要であり早急

の着工を望みます。また、交差点部東西方向前後の消雪はどうなりますか。

尚、集落内部の無雪化計画はどうなりますか。高齢者の多い集落であり、除

雪車の通った後の始末が大変なので考慮していただきたい。 

 

Ａ－３：都市整備課長 

本市では平成３０年２月の大雪を踏まえ、平成３０年度に市道路無雪化事

業整備計画を改定しました。令和５年度を目標に東西の交通ネットワークの

強化を図るため、武生中心市街地と今立地区との消雪ネットワークの構築を

優先に消雪施設の整備を行っているところです。 

現在、武生中心市街地と東部地域を結ぶ戸谷片屋線を中心に整備を進めて

いるところです。 

ご要望の市道第２８０５号線については、令和５年度までの同計画に位置

づけており、東西の消雪ネットワークの構築後、整備に入っていきたいと考

えています。消雪施設が整備されるまでは機械除雪により、冬期間の安全で

円滑な交通の確保に努めていきます。 

また、交差点部東西方向の消雪及び集落市道への消雪施設については、困

難であり、今後とも機械による除雪を実施してまいります。 

 

Ｑ－４：市道認定及び側溝等の整備について（王子保地区） 

道路審査会は通過し、9 月の議会承認待ちとのことですが、道路改良の予

算化をしていただければありがたいです。 

また、国兼町は、重要文化財である大塩八幡宮を抱えています。この大塩

八幡宮に本陣を構えた木曽義仲が、来年度の大河ドラマに登場することか

ら、今後、観光場所としての駐車場や側溝等が古いので、整備をしていただ

けないでしょうか。 

また、このチャンスを生かして、地区でも数年前からＰＲ等を考えている

ので、市も協力をお願いします。 

 

Ａ－４：都市整備課長 

ご要望の市道認定については、市道認定基準の認定要件である道路有効幅

員の６ｍ以上が確保できること、通り抜けが可能であること、道路用地を市

に寄付されること等の要件を全て満たしており、市民生活にとって必要とな

る道路であることから、９月市議会に市道認定をお諮りするものでありま

す。 

道路整備の要望につきましては、各地区各町内からの要望箇所も多いこと
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から、市道認定されても緊急性、必要性を総合的に判断したうえで、優先度

の高い道路から整備を行うため、工事に至るまでには、所要の期間を要する

場合もあります。 

また、道路整備については、市全体の道路整備状況等を考慮するなかで検

討していきます。 

 

Ｑ－５：向陽町における問題点について（要望）（王子保地区） 

(1) 南越アスコン㈱からの騒音、異臭、粉塵、砂埃等の公害により、町内住

民が苦慮しており、健康被害等はないのか、非常に心配をしているところ

です。本年、新しく施設を建て替えていますが、このことに対し、町内に

は何一つ説明もありませんでした。当該建物がどういう計画でされたの

か、市の方には連絡が入っていたのでしょうか。 

 (2) 妙法寺山と向陽町の間の市道は、企業の大型ダンプが通ることで、地盤

が危ない状況となっており、のり面から石の崩落が見られる。 

 (3) 国道３６５号線の舗装に起伏がある。本日の地域ミーティングで、今か

ら舗装に入るとお聞きしましたので起伏のないよう舗装をお願いします。 

 (4) 向陽町は、県と市が造成した団地であることから、災害時において、熱

海市での盛土の崩落事故のようなことが起きないのか心配です。問題はな

いのでしょうか。 

 

Ａ－５： 

(1) 環境政策課長 

市と南越アスコン㈱との間で、環境保全協定を締結しています。この協

定においては、環境に関する監視測定、併せて、周辺住民からの申出への

対応について定められています。改めて、詳細な内容をお聞きし、当該協

定に基づき対応してまいります。 

(2) 都市整備課長 

現場を確認させていただき、対応してまいります。 

(3) 都市整備課長 

   県からは、本年、国道８号線側から舗装強化すると聞いています。 

  （補足）市長 

    県からは、地元の皆様の要望に沿った対応をすると聞いていいますの

で、特に最優先で舗装する必要があるようなひどい箇所があれば、神山

地区も含め、市にご連絡をいただきたいと思います。市から県土木事務

所にその旨をお伝えさせていただきます。 
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 (4) 都市整備課長 

   向陽町の団地造成につきましては、昭和６２年頃から平成初め頃に、土

地開発公社において区画整理の手法により整備されたもので、詳細は把握

しておりませんが、向陽町は、谷や沢を埋め立てたり、傾斜地盤に盛土を

使用した大規模盛土造成地ではないと確認していますので、熱海市のよう

な形状にはなっておりません。 

 

◆閉会 


